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政策 課 室 名( )

施策 電話番号

基本事業 事業実施主体

事務事業 事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 事務事業の類型

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

成
果
指
標
②

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

（目標達成度）

（目標達成度）

高松市事務事業評価表 【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

事
業
の
概
要

種別

目標値

実績値

種別

目標値

実績値

（達成度）

（達成度）

【コストの推移】

指標名 単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

【評価】

評価ランク 今後の方向性

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】（評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針を具体的に記入）

（Ａ～Ｄ） （拡充、継続、改善継続、縮小、廃止）
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市民と行政がともに力を発揮できるまち

参画・協働によるコミュニティの再生

地域コミュニティの自立・活性化

コミュニティ活動拠点の整備・充実

コミュニティセンター整備事業

市民政策局

地域振興課

087-839-2278

市

平成 年度～28

一般重点 ②3- ③インフラ・施設等整備

コミュニティセンター中期整備方針に基づく整備箇所数 館

施設整備進捗割合 ％

平成 年度（ 年度決算分）30 29

H27 H28 H29 H30

H27 H28 H29 H30

H30H29H28H27

　地域住民によるまちづくり活動の拠点として、また、生涯学習及び地域福祉の推進に資するため、中期整備指針等に基づき施
設ごとに整備の方向性をまとめた上で、コミュニティセンターの整備を行う。

①木太コミセン改築工事、仮事務所賃借等

　コミュニティセンター中期整備指針等に該当するコミュニティセンター計１９館（昭和５６年以前に建設された
旧耐震基準に基づく施設）

　施設の改築等を行い、コミュニティセンターの安全性の確保と環境改善を図る。

　施設を改修あるいは改築することで、コミ
ュニティセンターの安全性の確保と利用環境
の改善を図ることができる。

平成 年度35

H30

H30

H30

年度30 ②太田コミセン実施設計
③川岡コミセン改築工事
④屋島コミセン用地取得、造成工事等（Ｈ２９繰越明許含む。）
⑤男木コミセン基本設計

％100.0

点35

平成 年度（決算）27 平成 年度（決算）28 平成 年度（決算）29 平成 年度（予算）30

443,932 515,317 196,107 484,362

436,255 476,062 180,933 469,188

7,677 39,255 15,174 15,174

Ａ 継続

　中期整備指針等に基づき、計画的な整備を行い、活動拠点づくりに努めた。
　新整備計画対象施設以外のコミセンは、整備着手までかなりの時間を要することから、既存施設のＵＤ化について、調査を行う必要がある
。

　平成３０年度始動の新整備計画に基づき、①老朽化に伴う改築、②改築まで健全な状態で施設利用を可能とするため長寿命化の観点に基づ
いた計画的な保全、これらを２本の柱として施設整備を行う。また、既存施設のトイレ男女別化のほか、ＵＤ化について調査検討を行う。
　そのほか、事業費の適正化・縮減とともに、財源確保にも努める。

42.1 42.1 47.3 47.3

42.142.1

8 8 9 9



まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

基本事業 事業実施主体

事務事業 事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 事務事業の類型

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】
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【コストの推移】

指標名 単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

【評価】

評価ランク 今後の方向性

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】（評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針を具体的に記入）
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市民と行政がともに力を発揮できるまち

参画・協働によるコミュニティの再生

地域コミュニティの自立・活性化

コミュニティ活動拠点の整備・充実

学校跡地・跡施設再利用事業

教育局

教育局総務課

087-839-2605

市

平成 年度～28

前年度からの進捗率 ％

事業全体進捗率 ％

平成 年度（ 年度決算分）30 29

H27 H28 H29 H30

H27 H28 H29 H30

H30H29H28H27

廃校となった旧塩江小、旧安原小、旧上西小の跡地、跡施設の有効活用を図る。

旧上西小学校プール解体工事

旧日新小、旧築地小体育館、旧安原小、旧塩江小、旧上西小の施設

解体等の整備により、地元等の利用に供するなど、有効活用を図る。

平成 年度35

H30

H30

H30

年度30

％100.0

点35

平成 年度（決算）27 平成 年度（決算）28 平成 年度（決算）29 平成 年度（予算）30

293,760 163,003 24,143 22,682

279,941 155,152 21,867 20,406

13,819 7,851 2,276 2,276

Ａ 継続

旧塩江小学校のプールを解体し、駐車場として整備した。

今後も旧上西小のプールを解体し駐車場として活用する予定。
ファシリティ・マネジメントの視点に基づく高松市公共施設再編整備計画の評価を踏まえ、今後の施設のあり方について検討する。
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【コストの推移】

指標名 単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

【評価】

評価ランク 今後の方向性

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）
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市民と行政がともに力を発揮できるまち

参画・協働によるコミュニティの再生

地域コミュニティの自立・活性化

コミュニティ活動拠点の整備・充実

自治会集会所整備支援事業

市民政策局

コミュニティ推進課

087-839-2277

市

平成 年度～28

①3- ②ソフト事業（法律による実施義務無）

補助件数 件

自治会集会所整備率 ％

平成 年度（ 年度決算分）30 29

H27 H28 H29 H30

H27 H28 H29 H30

H30H29H28H27

　地域のコミュニティ活動の場となっている自治会集会所の新築、増築、改築等を行う場合に、必要な経費の一部を補助するこ
とによって、自治会活動、コミュニティ活動を促進するものである。
（財）自治総合センターからのコミュニティセンター助成を活用が図れるよう実施していく。

①自治会集会所新築等補助金

自治会

　集会所の整備を促進し、地域住民の福祉の向上を図ることを目的とする。

　自治会集会所の新築・改築については、目
標をほぼ達成している。

平成 年度35

H30

H30

H30

年度30 ②コミュニティセンター助成（（財）自治総合センターからの助成）

％99.4

点34

平成 年度（決算）27 平成 年度（決算）28 平成 年度（決算）29 平成 年度（予算）30

55,842 31,277 29,151 31,588

53,539 28,922 26,875 29,312

2,303 2,355 2,276 2,276

Ａ 継続

　補助対象者の条件として、財産保護の観点から、必ず認可地縁団体であることの条件を課して実施することとしたため、自治会側には手続
き上のハードルが上がったが、より適正的確な対応が可能となった。

　事業予算の平準化に留意しながら、集会所整備の円滑な推進に努める。
　平成３０年度分から、新築案件について、（財）自治総合センターからのコミュニティセンター助成の活用が図れるよう実施していく。

35 35.6 36.3 36.3

35.435
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